
今後の展開

DNAナノファイバーの大量製造法の確立
DNAナノファイバーの機能開拓
未利用DNAを有する企業様との共同研究
医療・化粧品分野などへの応用研究
微細加工利用
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持続性

課題

粉砕、TEMPO酸化など

均質化、濃縮化、表面改質

直径

自己集合
（低エネルギープロセス）

5 nm～数ミクロン 5～7 nm
（均質）

製造法の確立
機能解析

○ ○

安全性

気相成長法
基板成長法

1 nm～数100 nm

×

水中で原料を混ぜるだけでナノ
ファイバーが生成

シングルナノサイズの直径、アス
ペクト比1000以上

・

・
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